
く8本史探究◎＞江戸時代｀⑨憐国滋渫と r四つのD.J 表科書：P. l6( サP. 16ク
m荒疎と競洟地 ＠ /669年シフ、号」疇長くIS.
( (1. )年 (2. )藩主(f) <3. >は家廉の が全アイヌに呼びかけて攀起した。 (16. ) 
許可で荒球に兵を送リ首里城を丈認して国王裔蓋全捕望、藩は津軽藩の協力をうけて、この (I~)の恥｀い左

輿登征雙竺ー。---------—叩丘認戸函汀鐙巨竺:-------------------------
1松前

ていさい

②(2)藩迂謳‘に対し独立王国としての体栽を賑らせ（11-. ）＠その後 (8c前半頃までには、交易を配に任
との (5 )留易を継続迂た。 (2)藩翫藍図 (6 )せ、代わリに逢言量~(17. ) 

を上納迂、中国ガら得た雀髯もおさめさせた。 に移行した。アイヌは和人と([!?. )な交易相恥立湯班う

①また荒疎王国は、国王の代替わリごとに (7. )を
ヵ、 漁場なとで和人商人に使われる立場に加えて疇。

::二：：｀：｀子をさよ：こ↓言るしこ力：言ぞ疇f:、温ニニニ見せ将軍這威疇諺ことに利用した。謬ぅ疇攣 ア位との譴権を知行としで家臣に与えた力‘:18c前半には
竺墨竺望竺三重竺竺竺竺竺＿（fと芦—__)とーな:-1 亡一人商人に特定如域にお(t疇＿這揚経営環瑾
麟配恥＇にコ砂マインの蒻土を抑えた後造翫和人尉主わせ、年金を上納ざ嚢如摩疇。
地の支配者となっていた (IO. )氏は（第4藷費）誼世に認と、 (1)下線都①の特定地域は何と呼ばれた？ ( ) 
(ll. )氏と改称して、 l60唇家廉戎らアイヌとの交男独占権 (2)下線部＠）の制度を何と称して＼＼る炉誌、直鱈のを保陪年 (l2. )迂醐床した。 1 段階壼Jア位の立場 I声とのように変ゎって疇炉

制度：（

) ( 
®(11)氏は、蛸澳地でア位と交易で認把域[f3. J匝

ちまう

での交号罹を上級家臣に知行として与え夜。況 (I午

の中和人の不正交思に対しでのアイヌの反発が起こった。

) 



回憐旦政策
①幕藩体制ヵ恒］まるにつれて活発であった 8本人の海外渡
鯨ゃ曾易に制限が加え初るようにな墨。その 1つ目の理由は、

キリス悶鯰蓉苓政策で疇頃5請図）。 2つ目の理由は、
幕府が (1. )するためで門垂］大名が留易に
ょ直：禅になることを怒れて貿易統刷をは力‘ぷ

＠その国、 (2. )年には中国船以外の外国船の客港把を

(3.. )・（ク ）に限定した。拿為ぷ霜；；尉石
------------------------------------ｷ 

⑤徳I lく5. >が将軍にな忍頁 162噴玉 (6. )はオラ
ンダ喜濱易器浄に殿穴、 e)西館を閉鋳して弓（き揚げた。
殿碑には (7. )船耐鵠認禁虞。
------------ -- ------- - - - ---------------------

@{631年ヵ滋騎印状のほガに（8. 陶知磯． ）によリ
海外渡舷ヵゞ許可され~(10. )制度を始めた。
(((. 洋、最初の (12. )令［叡＋年令］が出され
(13. )が禁止：芍応。

⑥ l63罪加）小（各地に寿抗していた中国船の寄港地を (l8. ) 
に懇た。さらに {636年の家四炭（l叫令で通固遺賊のない
(19. )人の子孫を追放した。残された (19)は同年完成し
疇碕の（ズ． ）に移した。
--------------- ·------·—-—— 
®息原の乱鎖圧後（奔講回）、（.2{. )年の第五次（切令
で（2． )を禁止し、史糾ご寮門の震、従党
噂疇噂工れば、瓢疇心臼以後(23. _) 

渡海のィ贔、これを檸止せ拓あ｀わんぬJとあり、創恥乱の影響が
底たことがわかる。この (12)令が最後の (I2)令で吃る。

9・ロr)-/ 6 3 q 

仔ローさん急に村ILば‘‘lLNGIご
---------------------------

((Yi-. )年には（お ）のオランダ裔館を (26. )に
移し長崎奉詞檻濯下に置ぃた。こうして育緒知留易統制を

目的に海外との往来を皆際捻 r27. ...Iが形成された。
ちな＃（こ r”.Jと＼＼う語は、ド巧人医師である＜勾． ＞の著

書知 』の一部を <30. >繹詞て以後
℃ l6 33-

奉綬叶知—さん、鎖国令で海外特対‘... ----------------------------------------
使われるようにな‘った (!SOI年）。筑丑ふ＼か？朽汲叩鳴で

`じ------)`；は 3回国（函が出さーバ国―--]5―麟瓦疇疇麟は(3l )船亨 ）船だけ
海外渡釦 (l6. )の＇帰国を街輝止した。 になリ、卿港は（お ） 1港に限汐てた。 (3l)とは国交叫野

疇号の恥蘭係で、（3f. ）なとを賛らした。 (3I)の

このため (17 亨仔占::9ロニロここ可 竺零低． ）は言誓儡9し海外暉



◎誌慕年、のちB月が減亡して（衣 ）が中国を続ーして
認も国交は隋かずに蜜易の叩の胞係を保った。しガし、 (37)との

貿男額は年匂増加し、 (38. )の大量輸入に伴うぼ． ) 

の流出が問題となった。

＠そこで、 (685年にオランダ船は銀3OOO裔中国鱗貞装6()(X)鐙

に制限した。 1688年には (37)船の来節を年胴忙）隻に惹J、翌年
長崎の明に雑居していた (37)国人を評外の（約． 炉住
まわせた。

----—-—,,— 

◎こうした留易制限によって中国産(3£?)の輸入が17c束紡
次家に減少レたので (4l. )が進んだ。こうして

慕府は（如． )• (4-3 )•（婢 )• （告 ）の

r-46. ..1を通して、里国・輿民族との交荒を持阜。

一＜入試問題でアウトズト
（町）次の讀を読孔、言雑賑答えよう。（松山大）
秀吉の没後徳川氏のもとで慕藩体制が固まるにつれて、

キリヌト教の禁教政策が強め凶て、貿易に制限が如えら
柊。そして（糾年には布ねダ西館が‘起奇の出鼠に総され
いわゆる舘固の状態とな某。錆国により、 8本に来舷する
留尉恥オランダ船パ ）船だけとな素：。

(l)( )に入忍語として正しいものを通（まう。（ ) 
く中国・村叫屯‘‘lL ・ズヘ叫ン・ 1ギリヌ＞

(2)百魚部について、息釦乱の領圧以後に採用された
留易制限の施寮として正しいものを 1つ遜ぽう。
ァ条害」符制度を恙けて特定の商人らに輸入生岳を
一括蹟入させた。

イ奉書船以外の日本船の海外渡航を禁止した。

ウスペイン船の来銃を禁止した。

ェ揺トガル船祠嘩；を禁止しfミ。 [ J 

僅2）次の文章を読社（）内の語勾ヵら最も逢切な‘語句
を 1つ廼ぼう。（学習院大改）

オランダ西館で働ぃた（（）（ヤン＝ヨーズ和／砂：：：ロドリゴ
ゥィリアム＝アダ五ズ／尼べlし）は『日病院』を書き、ヨーロ叫＼゜
にお伍托58本理解に兌大な影響を及ぼした。この珀本
誌』は後に、（2)（海保青陵／忘粟忠雄（西川如見／
富知屯茎）によって一部が和言Rさ、贅回論..,として
紹介された。

(t) ( ) (2) ( 
ヽ
ー
ノ



己入試問題でアウト大ト
（問3) 次の文章を読孔後の設問遷たよう。（京蔚）
針6年生吹違函縛に直接蘭係のない (A)以外
の国々の船、と留易地を (B)に限定し、さらに 162綽年には

忍°イン船の顆鱈禁し‘た。冴て以降心位主、心饂主．
屈辱と出さ杓た法令によって、外交蘭係は伶玲に制限さ
れ忍（年には (c)に造説てた (D)に籟易を雨定しt：：：：。

(I）下線部①について (A)と (8)に入る語句を溶盆う。
A= ( )  B: ( )  

〖2)下練部®l渇月して、この年に出された外回への対陀に
胴する法令について砥べた次の文X·Yはそれぞれ正しい
ヵ汀良てい恐‘?

X ：日本人の海外渡甑ま奉書船啜H虫限定する。［ ] 
y留男に携わることができ剥商人lま長崎•堺·胴伊
の特権商人に限定する。 [ J 

(3)(C) と (D)に入る語句を答えよう。
C : ()D:  ()  

(4)百岬③叫阻して、 (635年叫6'3Cl年に出され百鎖国
令4 について述べた文 a1\,, d はそれぞれ正しい力‘言見て＼＼る
か？

35年(/)r鎖国令..J
染うじ·

里回）ェ日本の船造すの犠堅＜停恥事。
8苓違国立督し申す閉敷候直恥候で乗麟者これ

疇言ビ荏忌
べき事。
—瓢ぅェ渡リ住宅仕リこれ有る疇履晨j＼ゞ、死罪申し付
ぐべき事。（以下略） （斎令瓢氣）

(639年の r鋳国令J
-•国5回御制禁成四噂吉疇丹苛翫儀、共趣を存知如ち
彼の法を弘むるの者合に密々差渡るの事。（中略）
ー．伴天連回宗恥者隠れ居応、彼の国よりつゞけの物送り与
ふる事。右認造リ、自今以後、加摯渡海の儀、之を停止
せら討甕。此上若し差渡る二おゐては紺恰き破却し、井委来
る者速に斬罪（こ索せらるべきの旨輩囲：出巴ぅ者也。（犀略）

ぐ管当家令条）

a.163~年ぶ錯国令』では、日本人の海外渡饂戎址とな某。
b. // 海外に滞在中の 8本人(J)早期
帰国が命じられた。 C¥. :[ ] b..[ ] 

c.1639年ぶ鎖国令ぷ加う亙とは、オランダ船を指す。
cl. ,I では、キリズト苓の布敬を企でる密航
者の存在が柔されてUる。 C:[ ] d: [ ] 
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